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民主党 適 切な医療費を考える議員連盟 決 議文

【医療崩壊を防ぐための緊急提言】

J 泉ヽ構造改革路線が行つた、過去4回 の診療報酬改定分マイナス 7.68%(技 術料本体マイナス 2.28%、

薬価マイナス 5。 4%)は 、医療者の過労死や、自殺、地域における医療崩壊を招来しました。

民主党は先の総選挙において、「国民の生活が第一」、「コンクリー トから人へ」を高く掲け、このメッセージ

が多 くの国民の方々から支持され、「政権交代」を果たしたと言っても過言ではありません。鳩山新政権が、初

めて行 う予算編成にあた り、この事に最大限の考慮をお願い致します。

以下、議連で確認致 しました 「医療崩壊を防ぐための緊急提言」をまとめましたので、これをお受け取 り頂

き、各項目の実現にお力添えを賜 ります様、宣 しくお願い致 します。

記 ―

回  医 療は、安心、安全の社会づ くりのための 「国民の命の砦」として、最も重要なセーフティーネットのひ

とつです。民主党は、先の総選挙のマニフェス トに、「診療報酬マイナス改定が地域医療の崩壊に拍車をかけ

ました。総医療費対GDP比 を、OECD加 盟国平均まで引き上げる」 と明記 し審判を仰きました。このメ

ッセージは、医療者のみならず、多くの国民の皆様の共感を呼び、政権交代への大きな推進力にな りました。

民主党はマニフェス トに掲けた、「次期診療報酬改定では、大幅な引き上げを行 う」事が、公約実行の試金

石である事を民主党の全国会議員の共通認識とし、次期診療報酬改定にあたつては、地域医療を支える医療 ・

を要望 します。

回  低 迷する日本経済の現状において、新たなる 「雇用の創出」が喫緊の課題です。私たちは医療分野におい

て、勤務医 ・看護師等の過重労働を軽減する効果に繋がる 「医療クラーク」等の増員を提唱します。具体的

には、「医療クラーク」の10万 人の増員を目指し、厚生労働省予算である 「緊急雇用創出事業」の中で20

を要望します。

回 過 疎地域における医療崩壊は、直ちに取り組まなければならない状況にあります。また、へき地医療のみ

ならず、救急、産科といった、医療崩壊が著しく顕著な分野に対策を講じる事が、民主党に課せられた喫緊

の課題です。具体的には、平成21年 度厚生労働省予算 「医師等人材確保対策の推進事業」488億 円を、

総額1000億 円に増額する事を要望します。

国  民 主党は総選挙前の医療政策に、「統合医療の確立ならびに推進」として、「漢方」を明記 しました。

診療報酬の中味の詳細については今後の重要課題ですが、現在、議論の対象になっている漢方等を除外す

ることなく、今後とも保険の対象とする事を要望します。

「民主党 適 切な医療費を考える議員連盟」は、衆議院議員 115名 、参議院議員44名 (別紙名簿を

ご参照下さい)の ご賛同を頂き活動致 してお ります。                      '

民主党議員には、日々、全国から悲喘に近い医療崩壊の危機を訴える声が届けられています。政権交代が

実現された今こそ、民主党がこの声に真摯に向き合い、国民に対 して 「医療崩壊を食い止め、再生を目指す」

基本方針を発信する事は、「安心、安全の社会」への大きなメッセージになると確信 してお ります。

この事を、当議連の最大の役割として、今後 とも、我が国の医療を巡る山積する諸課題について議論を行

い、積極的な政策提言を行つて参る所存です。


